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誘導機の電圧方程式は、(1)式で表される。
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また、トルクは (2)式で表される。
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ここで、無負荷試験を想定し、ωr = ω1, T = 0 として電圧・電流の関係を求める。ただし、φ2

が正の一定値となるよう i1d が流れているものとする。
まず、(2)式より、i1q = 0と制御すればよいことが分かる。次に、すべり周波数が ωs = ω1−ωr = 0

となることは、無負荷試験時のすべりが０であることから、明らかである。
このとき、(1)式から v1d, v1q, i1d を求めよ。

v1d = v1q = i1d =

注）使用可能な文字：R1, R2, L1, L2,M, σ, φ2, ω1

1


